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図10中国出土の扁（縮尺不同）
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かけて三脚が短かく小さく退化する傾向にある。これらの商は煮炊き用の実用品であるが、しば
しば墓の副葬品としても出土し、1基に2－3個副葬した場合も珍しくない。
　この中原の商について、北京大学考古博物館所蔵の山西省曲村M6190号墓発掘品no．2を例と
して、製作方法を観察した（図10：1，2）。
　南は、口径12．4c而、高さ9．5㎝で、灰色を呈し硬く焼け締まっている。表面には微細砂粒と雲
母とが肉眼で観察できる。この土器の製作方法（成形と調整）を観察すると、胴部は壷の形態で
あり、これに短かい中空の三脚が付く。口唇部は回転ナデ調整で、頚部は縄席文の叩きを上半部
のみ水平方向にナデ消している。これに対応する内面は、ナデ調整である。胴部から脚部にかけ
ては、外に膨らみをもつ鼓腹で、全面に縄席文の叩き痕が残る。内面は叩きをうけた当て具痕が
半円形に連続して観察できる。脚と脚との間の胴下半部には、縄庸文の圧痕が狭く密になってい
る部位がある。仔細に観察したが、縄席文叩きの原体に大小の2種があるわけではない。中空の
脚部は、先端部に近い部位に粘土の継ぎ足し痕が一周する。これに対応する内面は中実になって
いる。胴下半部から続く叩きの上に、脚先端部の叩きが重ねられている。
　これらの観察結果からこの扁の製作方法を復原すると、以下のようになる。
　まず口縁部の開いた浅い壷を作り、頚部から胴、底部にかけては縄席文を圧印する。そして頚
部上半はナデ調整で縄席文を消している。生乾きの状態で胴下半部を押さえて、底部に3個の乳
頭状突起をつくる。この成形作業で最初につけた叩きが、袋状中空に膨らむ脚部では間隔が開き、
脚部と脚部との間の胴下半部では逆に絞られて間隔が密になるのである。乳頭状突起の内面に円
棒状の当て具をあて、外から縄席文をつけた叩き具で叩いてのばし、中空の三脚をそれぞれ成形
している。この作業で脚部先端の粘土が引きのばされて薄くなったために、先端部に粘土を補充
している。その追加した補充粘土の接合面が、脚部先端に明瞭に認められる。そして追加した補
充粘土の上に縄庸文の叩きが加えられ、商の成形がおわる。中原の扁は、このように嚢や壷、鉢
の形から胴下半部や底部を変形させて、中空の三脚を作りだすことによって成形している。
　この他に遊離資料ではあるが、早稲田大学文学部所蔵の商5個をさらに観察し、ほぼ同じ脚部
叩きだしの成形方法をとっている事実が確認できた。
2　東北地区の三足土器
　ここでいう東北地区とは、内蒙古東部、遼寧省、吉林省、黒龍江省を含んでいる。東北地区西
部には、商（般）・周時代に併行する夏家店下層文化と夏家店上層文化とがあり、東北地区束部
には、西団山文化がある。両地域とも中原の文化と密接な関係を保ちながら、前者は内蒙古を通
じてより西北方のオルドス地方との関連が深く、後者はシベリアや沿海州との連係がある。
　まず夏家店下層文化の扇は、内蒙古放漢旗大旬子で発見されている。器形は四種に大別できる
（図10：3－6）。aタイプは、筒状の嚢形に中空の短い三脚がつき、上端部に橋状取っ手がついて
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いる。bタイプは、長い円筒状の整形に先端部が中実になった短い中空の三脚がつく。cタイプ
は、長い頚部をもった壷形で、太く短い中空の三脚がつく。dタイプは、短い頚部のつく壷形で
ある。大旬子では胎土が赤く、表面は磨研されその上に赤と白の鉱物顔料で文様が彩絵されてい
る。
　遼寧省南山根では、形態の異なる3種の南が出土している（図10：7－1O）。aは、球状をした
浅鉢に細い三脚がつき、上端部に獣形取っ手をつけている。bは、長い円筒状窺形の胴部に短く
小さい中空の三脚がつく。dは、口縁部の締まった壷形に短く太い三脚がつく。沈陽市新楽や遼
寧省林西の爾は、aタイプに属する器形である（図10：12，16）。
　このように束北地区で出現した商には、多様な形態差がある。土器成形は粘土紐の輸積みで主
に作られ、調整に鞭櫨回転を利用したものがある。実用品は焼成温度が高く灰色で、外面に縄席
文を圧印する。中空の脚部を先に作って、底部に接合した例がある。
　次に夏家店上層文化の商は内蒙古夏家店で出土した例があり、ふたつのタイプがある（図10：
11，14）。ひとつはaタイプで、筒状の嚢形に浅く短い中空の脚がつき、先端部は中実である。
今ひとつはdタイプの壷形に浅く短い中空の脚がつき先端部は中実で尖っている。dタイプの胴
の上部に取っ手がついている点は、地域的な特色を示すものである。
　内蒙古龍頭山の商（図10：15，18）は、aタイプの円筒状胴部にやや下膨らみの中空な脚部を
つけ、それに中実な先端部がついている。dタイプは、締まった口頚部から腹部と脚部が大きく
膨らみ、短かい中実の先端部に終わる。遼寧省喀佐后墳では、aタイプの長い胴部に太く短い中
空の脚部がつく。口縁部に突帯をめぐらし、その上に刻みをいれている（図10：13）。黒龍江省
白金宝からは、円筒形の胴部に乳頭状中空の三脚がつくaタイプが出土している（図10：17）。
上端部と胴の一部とにそれぞれ突帯をめぐらし、その上に刻みをつけている。また、胴部と脚部、
脚先端部では、叩きの方向が異なり、脚部接合であることがわかる。
　西団山文化の商は、赤褐色の爽砂紅陶で、粘土紐の輸積み成形である。取っ手や脚は多くの場
合先に作って、器壁や底に孔をあけて差し込み接合する。接合部を削ったり磨いて調整している。
商の中空な脚部は浅く丸く、円錐形中実の先端部を付加した例もある。完形の良好な資料がない
ために図示できないのは残念である。西団山文化の商や鼎は、住居±止での出土例は多いが墓に副
葬した例は稀である。この点でも中原のありかたと異なっている。
3　結　論
　東アジアの三足土器の中で、虚空蔵遺跡の例と類似するのは中国の商である。その始まりは、
仰詔文化末の廟底溝π期文化（B．C．2780±145）まで遡る。しかし形態からみて関連を探れば、
壷形に中空の三脚がつく器形に求めねばならない。このタイプは中原では商（段）の時期には出
現する。しかし脚部は叩きだしであり、虚空蔵遺跡の三足土器とは成形方法が異なる。形態や脚
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部接合の成形方法で類似する例を求めれば、中国東北地区の三足土器が挙げられよう。夏家店下
層文化（B．C．2410±140，B．C．1890±130）のdタイプの商と西団山文化（B．C．2095±100）の商と
が候補に挙げられる。しかも埋葬趾ではなく住居趾や包含層などの生活遺跡で出土する点も、虚
空蔵遺跡など日本の三足土器出土遺跡のありかたと一致する。もしも虚空蔵遺跡の三足土器が東
アジァの三足土器と関連があるとすれば、股末周初に始まる中国東北地区から沿海州にかけての
商dタイブと関わる可能性を探らねばならない。しかしなお両者の距りは大きいので性急な結論
は避け、資料の増加を待つことにしたい。
　山西省曲村M6190号墓出土資料の調査にあたっては、北京大学考古系の李伯謙教授と趨化成助
教授のお世話になった。また、講演で張忠培先生が早稲田大学に来学した時に虚空蔵遺跡の三足
土器を実見していただいた。その際に商の脚部接合法は、東北地区の独特な成形方法であるとア
ドバイスを得た。ここに記して御厚意と御教示を感謝いたします。　　　　　　　（岡内三眞）
後　記
　1995年は、1月17日未明に突如兵庫県南部を襲った大地震で波乱の幕を開けた。神戸の惨状を
伝えるニュースに釘づけになっていた21日朝、旧知の早稲田大学理工学部教授、足立恒雄氏から
電話が入った。氏の知人に珍しい土器を持っている人がいるが、一度見てくれないか、といった
内容だった。
　失礼ながら、そこまでならよくある話である。じつはそれよりも、さっきから何度かけても電
話が不通な神戸の知人の安否が気になっていた私は、足立氏の話にも少し気のない返事をしてい
たらしい。
　こちらのそんな気持ちを読まれたのか、氏は少し困った様子で、「私は素人で全く分からない
んだけど、持ち主はかなり重要なものじゃないか言っとるんですよ」と言葉を継がれた。「何で
も、出たのは青森の名川町ってとこで、そうそう底に足が3本ついとるとか…」
　いくらぼんやりしていたとはいえ、そこまで聞いて私の声は変わった。
　すぐにも見たかったがなかなか都合がつかず、結局、所有者の沼畑正人氏の依頼で、氏の同僚
の飯島誠氏が問題の土器を私の研究室に持参されたのは2月13日のことであった。箱から取り出
されたそれは紛れもなく扁様三足土器であった。そしてそれは、やはり縄文晩期のものであろう
と思われた。
　3月20日に起こった例の地下鉄サリン事件で世情あわただしいなか、3月30日には比較のため
青森県郷土館に赴いて、改めて福田友之氏に今津遺跡の三足土器を見せていただき、また東北地
方の三足土器に関する情報について種々こ教示頂いた。一方、件の土器の所蔵者で現在、株式会
社東急コミュニティーの早稲田管理事務所にお勤めの沼畑氏にも直接お目にかかり、この土器に
纏わる事情などをお聞きすることが出来た。それによってわかった話の要点はおおよそ次のよう
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であった。
　1　出土地は脊森県三戸郡名川町、現在の町立名川病院前の当時リンゴ畑だったところである。
　2　発見されたのは、今から約40年前、昭和20年代である。
　3　当時、同所の地主であった掛端秀男氏がリンゴの樹の抜根の際に偶然発見されたものを、
　　　正人氏の父君の沼畑政吉氏（大正2年生れ）が譲り受けられて、長年大切に所蔵してきた。
　4　発見の際、数個の土器が一緒に出たが、それらは現在、南部町相内の沼畑氏所有の家に保
　　　管してある。
　ところで私は、この土器について観察、撮影など基礎的な作業を行なうとともに、これまでい
くつか知られている三足土器の諾例について改めて資料にあたった。その緒果、この土器の重要
性を今更ながら痛感し、なるべく早い機会に学界に公表し、より多くの研究者のご意見をいただ
いたほうがよい、と思うに至った。
　幸い、同僚の岡内三眞教授は、扁など、いわば三足土器の本場中国の考古学に詳しく、列島へ
の大陸文化の影響といった問題にも大いに関心を持っておられる。また、ちょうどその年の4月
からは、高橋龍三郎氏が助教授としてわれわれの仲間に加わった。氏は、他ならぬこの土器の属
する縄文時代、ことに晩期の専門家である。渡りに舟とはこのことではないか。私はこの三足土
器をわれわれ3人のいわば共同研究の材料としては、と考えたのである。
　しかもタイミングのよいことには、翌96年5月に日本考古学協会第62回総会が早稲田大学を
会場に開かれることになっている。主催校として受入れ準備や運営でそれどころではないかもし
れないが、研究発表の一つとして、この事例についてとりあえず速報してみてはどうだろう。岡
内、高橋両氏は、こうした私の意図をただちに了解され、協力を約された。
　その年の9月には、菊池と高橋は高柳（現、小林）圭一君（現、山形県埋蔵文化財センター）
とともに青森県は馬淵川流域の現地を訪れて、三足土器に伴出したとされる土器を拝見、また出
土地点を沼畑正人氏にご案内いただき、さらに関係者やコレクターからお話をうかがったりもし
た。その結果、件の三足土器が出土した地点は、現在は民家になっているが、かつて江坂輝弥氏
が調査されたこともある有名な虚空蔵遺跡の一隅であり、問題の三足土器は沼畑氏の証言どおり、
偶然の機会にではあれ、疑いなく縄文晩期の複数の土器とともに出土したものであること、など
が確認さ九た。
　さて、その後は専ら高橋氏が中心となり、大学院博士後期課程の中村敦子君などの協力を得て
実測図作成など作業を進め、予定どおり、96年5月26日に早稲田大学を会場に開かれた日本考古
学協会総会で速報するとともに、実際に土器を展示し多くの研究者に直接ご覧いただいた。これ
が全国の研究者たちの注目を集め、大きな反響を呼んだことは申すまでもない。
　かくて、そこでの速報をもとに、いわば本報告として本誌に掲載させていただくことにした次
第である。学術的重要性をよく理解されて、この貴重な資料をわれわれに委ねられた沼畑正人氏、
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足立恒雄氏、それに黒洲田の三足土器につき貴重な写真を提供された七戸町の盛田稔先生など、
この報告をまとめるにあたってお世話になり、あるいはご教示くださったすべての方々にここで
改めて感謝申し上げる。
　この希有の資料については、今後もわれわれ考古学研究室の共同作業として研究を継続してい
くつもりである。この三足土器は、ご覧のとおり1つの小さな壷にしかすぎないけれど、それが
内包するものは極めて大きく興趣は尽きない。どうか類例をはじめ、三足土器に関していかなる
ことでもご教示をお願いしたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（菊池徹夫）
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